
《出席報告》田守副委員長
正会員数 45 名。本日の出席は免除会
員 7名を含む 25 名、出席率 61％です。
前々回の例会はメーキャップ 1 名、
出席率 75％でした。

《ビジター》
橋本 薫　様 ( 八戸東 RC)

《会長要件》伊藤会長
　3 月最初の例会でもお話ししました
が 3 月は「水と衛生」の月間です。ラ
ビンドラン RI 会長からのお知らせをお
伝えします。ロータリー会員の皆様へ
『3月は、ロータリー重点分野の一つ「水
と衛生」に焦点を置いた月となります。

きれいな水が使えることは当たり前のように思われ
がちですが、世界の多くの地域で依然として深刻な
ニーズとなっています。今日、きれいな水が得られ
ない環境で生活している人口は、7 億 4,800 万人に
も上ります。今年度、会長主催会議の最後の 2 回は
「WASH in Schools」( 学校の衛生・保険 ) に関する
ものとなっています。これらの会議を通じて、教育
現場における水と衛生の重要性を強調したいと考え
ております。また 3 月 22 日の「世界水の日」もロー
タリーにとって重要な日です。これまでにロータリー
は、世界中の地域社会で人びとがより健康な生活を
送ることができるよう活動を続けてきました。ロー
タリー会員によるこれらの重要な奉仕プロジェクト
を今後も支えて行けるよう、ご寄付にご協力下さい。』
との事です。当 2830 地区では今まさに、「水と衛生」
の奉仕活動の為、昨日 16 日に鈴木ガバナーはじめ、
長嶺ガバナーエレクトも同行して、タイでの浄水器
引き渡しの為に出発いたしました。この活動は 2830
地区でのグローバル補助金事業であり、皆様からの
ご寄付で成り立っています。改めて皆様のご協力に
感謝申し上げます。
　さて、本日は規定審議・クラブ細則委員会担当例
会です。先週の黒田元 RI 理事のお話にもありました
ように、クラブレベルでの委員会は大変珍しいそう
ですが、日頃より近藤委員長はじめ委員会の皆様に
は色々とご教示いただいており感謝申し上げます。
また、今日も黒田元 RI 理事のお話を拝聴できると言
う事で、RI の最新の情報に触れることの出来る恵ま
れたクラブであると痛感しています。近藤委員長、
黒田元 RI 理事、よろしくお願い致します。

《幹事報告》吉田立盛幹事

・鈴木ガバナーより会員増強について、

現在の会員数は 1,168 名です。申請し

ている衛星クラブが承認されると 1,180

名になりミラクル 1,200 迄もう少しで

す。残りの 4 か月間会員増強にさらな

るご協力をお願いします。とのメッセー

ジが届いています。

・RYLA セミナーのご案内です。青森公立大学で 6 月

18 日 12 時からです。

・米山記念奨学会のオリエンテーションのご案内で

す。青森国際ホテル 4月 9日です。

・第 22 回青森県クリーン大作戦の案内が届いていま

す。皆さん参加をお願いします。

・ソウル国際大会での日本人朝食会が会場の手配が

付かずに中止になりました。

・ハイライト米山が届いています。

・4 月 29 日に予定していた蕪島海岸清掃は当日八高

インターアクトの皆さんが出校日の為参加できない

ので日時を変更します。決まりましたらご案内しま

す。

・創立記念例会とボーリング大会の出欠が回ってい

ます。

《ニコニコボックス》吉田賢治委員長

伊藤会長 : 規定審議・クラブ細則委員

　　　　会担当例会よろしくお願いし

　　　　ます。

近藤会員 : 本日は担当例会ですよろし

　　　　くお願いいたします、黒田先

　　　　生本日はよろしくお願い申し
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ないと意味がないと言う事で、あ

くまでも会員の仕事、商売をお互

いに利用し合って、会員の利益が

増えるようにと言う事を一番の目

的としました。2 番目は会員が仕事

で儲けると言う事にプラスして、例会に出て情報を

交換し、交流を深める親睦でした。最初の頃は今の

ような奉仕とか、そういう考え方は全然なく、あく

までも会員の仕事上の利益と親睦だけでした。( こ

の 1 番目の会員の利益を自覚して、高めようと言う

のが最近の動きです ) これでは会員を勧誘するとき

にロータリークラブはあまりにも自己中心的ではな

いか、このような会には入らないと言う人が出てき

たことにより、自己本位の狭い考え方ではだめだと

言う事でポール・ハリスも考え直

して、翌年 3 番目に「私たちは自

分たちの住んでいるシカゴ市の利

益になる、シカゴ市にプラスにな

る事をする」と言う事を加えまし

た。これが奉仕の出発点です。そして会員が自分自

身の事、クラブの事だけでなく、地域社会の事を大

切にしていこうと言う事にしたところ、会員が増え

て発展しました。現在ロータリークラブは世界的、

グローバルになり世界各地にクラブが出来て、シカ

ゴ市だけではなく全世界に広がっていますが、これ

が今の大きな出発点との違いです。

　ロータリーの理念的なものを最

初に作ったアーサー・シェルドン

のお墓には「最もよく奉仕するも

の、最も多く報われる」という奉

仕の考え方が書いてあります。自

分の商売でも、専門職でも、お客さんにベストを尽

くしてやるとそれが返ってくると言う考え方を奉仕

に結び付けて言ったのですが、これは今でも標語の

一つとして生きています。あと一つの標語は「超我

の奉仕」ですけれども、この「最もよく奉仕するもの、

最も多く報われる」にある、報われると言うのは抽

象的な事を言っているかと言うとシェルドンは、お

金の事を書いています。お金で儲けないと意味がな

い、あくまでもロータリークラブは会員同士の儲け、

自分の仕事にプラスになると言う事なのです。シェ

ルドンのお墓には奉仕の考え方の図と一緒に「最も

よく奉仕するもの、最も多く報われる」と書いてあ

りますがアメリカではあまりおもてに出しては言い

ません、言いませんがロータリーの基礎として生き

ています。シェルドンが書いた図ですが一番下に「奉

仕の精神」と有ります。ロータリークラブに来てお

互いの親睦を図りながら、シカゴ市の事を考えなが

ら奉仕の精神を養って、自己責任をもって大きなも

のに育てよう、奉仕の精神を良く育てるには宇宙の

摂理に反しては駄目である、宇宙の摂理と言う考え

方にはキリスト教だけではなくインドの哲学も勉強

して、シェルドン自身は経営学の専門家でありビジ

ネスマンですが、100 年前にこの図

の中に書いた「奉仕の精神」を自

己責任をもって大きな木に育てる

と言う考え方を持っていました。

これが基本として会員の中に生き

　　　　上げます。

米内会員 :黒田先生、先週ありがとうございました。

平光会員 :近藤委員長よろしくお願いします。

鈴木会員 :ニコニコ

山田会員 :ニコニコ

《規定審議・クラブ細則委員会》近藤委員長

　RI の規定審議会は 3 年に一度開催さ

れますが当 2016 年度はその年にあたっ

ており来る 4 月 10 日から 15 日までシ

カゴで開催されます。そこで採択され

た制定案によって RI の定款細則、標準

ロータリークラブ定款が改正されます

がまだ先の事でありますので、詳細がわかりました

ら後日会員の皆様にお知らせしたいと思っています。

当クラブの規定審議・クラブ細則委員会の任務は定

款細則の審議の他にクラブの理事会及び例会が、よ

り適切に運営されるよう見守っていくという任務が

あります。1月 27 日はポール・ハリスの命日でした、

2 月 23 日はロータリーの創立記念日でした。標準ク

ラブ定款の第 13 条第 4 節にはロータリー創立記念日

を含む 1 週間はロータリーの発祥について、ロータ

リーの奉仕活動について理解の深まるようプログラ

ムを組むように記載されています。当クラブは今年

度長嶺ガバナーを擁立しましたのでそれに関連する

プログラムを色々と組まなければならなかったため、

ロータリー創立記念日例会はこれまで持つことは出

来ませんでした。これはこれでやむを得ないものが

あったと思います。先ほど申し上げましたように規

定審議・クラブ細則委員会の任務に鑑みまして今日

の例会をロータリー創立記念日例会に充当した方が

より適切な例会運営になるのではないかと思い、理

事会に提案させていただき承認をいただきました。

本日は現在 RI 運営審査委員会の副委員長を務められ

ております黒田会員にロータリーの誕生からこれま

で、そして現況とこれからの方向性と言ったような

ロータリーの歴史について講話をお願いしました。

黒田会員よろしくお願い申し上げます。

《国際ロータリーの最近の大きな変化》黒田会員

　( クラブ例会でのロータリー情報提供

として )

　近藤委員長さんから大変な宿題を預

かりましたが、あまりにも大きすぎる

ので内容を絞ってロータリーの基本的

な考え方、出発から現

在までの基礎にある考え方を述べ

て、それが今現在どういうように

形に表れて、どういう方向に向かっ

ていくかと言う事だけを、私の体

験を踏まえて単なる抽象的な、理論的な事ではなく、

体験的な事を述べさせていただきます。

　今から 110 年前シカゴロータリークラブがポール・

ハリスらの提唱によって生まれました。1905 年に生

まれたのですが、実際シカゴクラブの定款が文章に

ちゃんとなったのは翌年の 1906 年です。その時に決

まった事は、第 1 の目的として会員の利益の促進で

す。はっきり言って会員の儲け、仕事上のプラスが



ています。日本では特にこの考え方を重視して、佐

藤千寿さん、東京東クラブの方でもう亡くなりまし

たが、大きな町工場から世界的な商品を生み出した

方で東京で非常に尊敬されている

方です。「職業を通じて社会に奉仕

する事が職業奉仕だ」と職業奉仕

の定義をこの方は言っています。

自分の職業を通して身近な社会に

奉仕する事が職業奉仕だと、また「ロータリーは奉

仕団体ではない、間違わないでくれ、例会に出てお

互いに親睦を深めて奉仕する気持ちを高めていく、

奉仕をしようとする人たちの集団である」と言うよ

うに個人が人間的に成長する事が大切だと言ってお

られ、これが日本のロータリーの考え方の基になっ

ています。もう一人、深川純一さんという弁護士さ

んですが、素晴らしいロータリーの理念を持ってい

て日本を代表する方です。現在もお元気であちこち

で講演をされています。「ロータリーは倫理運動だ、

自分を高めていく倫理運動だ、もちろん仲間同士で

親睦を深めていくが単なる仕事上の利益ではなく、

社会とか世界に向けて自分を倫理的に、高潔に、人

間性を高めていく、ロータリーは職業上の倫理を実

践するところであり、理屈で言うだけでなく実践し

なければならない、それが職業奉仕であり、これが

ロータリーだ」という考え方です。日本ではこうい

う伝統的な考え方が続いています

が、世界では大分変わってきてい

ます。職業奉仕と言う言葉を出さ

なくなってきており、戦略計画と

いう形になっていますが、この戦

略計画と言うのは今出たのではなく、ポール・ハリ

スが 1920 年代には言っているのです。「ロータリー

の奉仕理念、職業奉仕に出てくる奉仕理念は大切で

それは変わらない、変えるべきでもない、しかし現

実の社会はどんどん変わってくるので、社会の変化

に応じてロータリーの在り方、ロータリーの仕組み、

奉仕の仕方などは変えるべきだ、そうしないと市民

から相手にされずにロータリーは生き延びていくこ

とは出来ない」とポール・ハリスは予言しております。

今盛んに戦略計画を実践しているときです。

　次に先週述べた地区リーダー

シッププランです。これは戦略計

画を実践する前に地区の仕組みを

しっかりとするものであり、この

地区リーダーシッププランに基づ

いて推奨クラブリーダーシッププランと言うものが

ありますが、このクラブリーダーシッププランと言

うのは会員数に応じて、4 大奉仕や 5 大奉仕に応じ

て委員会を作らなくても良いと言う推奨プランです。

八戸南はこういう意味ではしっかりと伝統的な事を

取り入れながらクラブリーダーシッププランに基づ

いて、小委員会もしっかりやっているので自分のク

ラブながら立派だなと思っています。さて、戦略計

画委員会ですが、この戦略計画委員会もどんどん考

え方を変えており、ロータリーは過去においては例

会出席率を非常に重視して、当クラブでも例会に於

いて出席率を発表しメーキャップによる修正も行っ

ています。そのように皆さんにメー

キャップをお願いしていたのです

が、現在のロータリーは、国際ロー

タリーの話ですが例会に出席する

よりは、例えば水の問題とか地域

での困っている子どもたちやお年寄りの為の奉仕活

動に参加する事を重視する文化に変わるべきだと、

今盛んに変わりつつあります。八戸東クラブは非常

に熱心に出席を大切にして 100％出

席を続けておりますが、これは素

晴らしい事で、貴重でまねの出来

ない事です。親睦をお互いに深め

合っているからこそできる事だと

思います。しかし、世界全体のロータリアンにそれ

を要求しても無理なのではないか、例会出席よりも

人道的なプログラムの参加、或は参加できない人は

寄付をしてプログラムの支えになる事などに今は

移ってきています。

　これは戦略計画の図です、上の

方が大きく三つに分かれています

が一つはクラブリーダーシッププ

ランでクラブの委員会構成で、地

区が地区リーダーシップでクラブ

を支える。2 番目が人道的奉仕で六つに絞っていま

す。クラブごとの会員が少なくなっていて、あれも

これもだとやれないので六つに絞り、しかも人道的

奉仕に絞ってやってくださいと重点化しています。3

番目は公共的な広報です。ポリオプラスなど良い事

をしていることをどんどん広報して下さいと言う事

です。日本は広報が苦手だったのですが、東京や関

西の方では今、積極的に広報をやっています。図の

下の方ですが職業奉仕とは言わずに奉仕としてまと

めてあります。高潔性、これは職業そのものを意味

しています。倫理を高めて高潔性を持つ、その他に

親睦、多様性、このように職業奉仕と言う言葉は使

わないが同じことをやっていると言う事です。

　六つの人道的奉仕活動ですが「平

和と紛争予防 / 紛争解決」では平

和フェローという奨学生を育てて

います。そういう方達を世界のボ

ランティアとして送り出していま

す。「疾病予防と治療」は解りやすく言うとポリオの

事です。「水と衛生設備」ですが、長嶺さんは財団の

委員長でしたから、今タイへ行って、水の衛生設備

改善とか井戸づくりを指導しています。「母子の健康」

では発展途上国の妊婦、赤ちゃんの死亡率が高いの

でその対策、「基本的教育と識字率向上」ではパキス

タンなどの子供の教育、文字を読めるようにしたい。

「経済と地域社会の発展」では地域の経済発展の為に

投資すると言うように、国際ロータリーでは奉仕を

絞って、皆さんが国際的なグローバル補助金でやる

だけでなく、地域でやる場合もこれに絞ってくださ

いと言っています。ですから職業奉仕そのもののプ

ログラム、よろず相談をやっても RI 会長賞では評価

されないと言うのが現状です。

　この写真はタイの国際大会の時のものです。私が

理事の時に職業奉仕を無くすると言われ慌てて職業



が出来ないと言う事がわかってきたことです。ポリ
オ撲滅は 30 年経ってもう目前に迫っています、アフ
リカも終結宣言が出て、後はパキスタンとアフガニ
スタンの 2 カ国ですが、そこにはテロがありとても
危険なところです。テロの問題はパキスタンやアフ
ガニスタンの政府に働きかけてそのプライドにお願
いするしかない、政府に働きかける事をアドボカシー
と言いますが、これが非常に重要になってきました。
パキスタンやアフガニスタン以外の政府には寄付を
お願いする。ロータリアンはずっとやってきたので
すが、それだけでは及ばなかったのでパートナーシッ
プでユニセフやビル・ゲイツ財団などの大きな組織
と一緒にやる、集結した後の管理は WHO やユニセフ
にお願いする。そして公共イメージの認知度を高め
る。政府に働きかけて協力を得ると言う事は税金を
使う事になるので、国民の皆さんに広く働きかけて
理解してもらう為にも、公共イメージを高めると言
う事なのです。

　この写真は昨年国際大会へ行く
前の 5 月に首相官邸を訪れ、RI の
委員として政府にお願いに行った
時の物です。私の一番苦手な分野
ですが RI 会長と財団の管理委員長
の名前の入った御礼の楯を渡して

お願いしてきました。
　財団と未来の夢計画ですが、先
ほど言ったように統合して、奉仕
活動は人道的奉仕活動に絞り、ク
ラブは自分たちのクラブの人数に
応じて委員会の数を少なくしても
良いと言う現在の在り方などですが、時間がないの
で詳しくお話することは出来ません。
　財団への寄付についてですが、皆さんからいただ

いた寄付は「公益財団法人ロータ
リー日本財団」で受取ります。そ
れを内閣府にポリオや世界の平和
の為に使うので免税処理をして欲
しいとお願いします。政府として
は国内で何かやるのでなければ免

税できないと言われるので、国内では日本でのグロー
バル補助金の資金と国際基督教大学にある平和セン
ターの資金に使っていると言う事を説明し、免税処
理をしてもらっています。皆様から頂いた寄付は理
事長の千 玄室さんと私を含めた 3 人の副理事長が責
任を持って無駄遣いをせず、奨学生と最小限の事務
的なものだけに使い、全額本部に送っておりますの
で財団への協力をお願い致します。
　これは 3 月の初めに RI 運営審査
委員会へ行った時の写真です。こ
の委員会ではロータリーの色々な
問題点、RI 会長から諮問されたこ
とを理事会に提案すると言う事を
やっています。RI のグローバルな
考え方がよくわかります。

　まとめとして、今までのロータリー
の職業奉仕の考え方、世界のロータ

リーの理念の出発点、この過去を大切

にしていきながらもロータリーの在り

方は変わってきているので、新しいも

のを組み入れて、両方をどういうふう

に組み合わせていくかを皆さんと一緒に検討しながら、前を

向いて決してあきらめないで進んでいきたいと言う事です。

奉仕が無くなるのは困ると言って
どうにか残してもらったのですが、
「それでは黒田、職業奉仕委員長を
やれ」と言われてタイの国際大会
で友愛の広場にブースを設け PR を
しました。他の委員にも協力をお

願いしたのですが皆さん色々と忙しく、「ここは黒田
夫妻でやってくれ」と言う事で大変な思いをしまし
た。RI では職業奉仕委員会はいらないのではないか
と言われながら残してもらい、その時の委員会で決
めたことは、企業の社会的責任と言うものをもう一
度深く広く見直すと言う事で「・
専門能力の開発を奨励し、指導す
る (VTT など )。・奉仕プロジェク
トで職業スキルに生かす。・職業
に関連する親睦活動グループに参
加する。・企業の社会的責任に継
続的に取り組む。」と言うような事を RI 発行の「職
業奉仕入門」に載せてもらいました。私が理事を辞
めた 2012 年の事です。最近あちこちで職業奉仕を講
演するパストガバナーはこれを「企業の社会的責任」
と言う事でお話なさっているようです。このように
ロータリーの出発点である自分たちの利益、親睦、
シカゴ市内の社会的問題に対しては会員各自がそれ
ぞれの仕事に責任を持つという原点に戻したと言う
事です。

　これは今年の正月に伊藤忠が読
売新聞に載せたものです。昔から
言われている近江商人の「三方よ
し」ですが、日本では今も大企業
が受け継いでいると言う事で、ロー
タリーが出来た時の「世間よし」

と同じだと思い紹介しました。
　さて現在のロータリーの事ですが、これは近藤さ
んが一番知りたかった事だと思います。ロータリー
は会員や学友の定義を変えました。学友は元は財団
の奨学生だったのですが今はローターアクターや
ロータリーのプログラムに参加し
たインターアクターを含めて学友
としました。RYLA に参加した人も
学友です。会員も退職した方とか
職業に従事していない方、ボラン
ティアに関心のある方、地域のリー
ダーでそういう事のしたい方、或はクラブも電子ク
ラブである E クラブも認める時代になりました。職
業奉仕も原則があり一人に一つだったのが今は五つ
まで認められ段々と緩められています。先ほど言っ
た戦略計画も重要視されてその中から職業奉仕その
ものがなくなり、財団のプログラムの人道的なもの
が統合されて、しかも効率を重視する、どれだけ寄
付をして、どこで何をやったかが重要視されるロー
タリーになってきています。
　次に人道的な奉仕です。これも何回か言いました
がロータリーの活動の在り方がどんどん変わってき
ている、これが現状です。ポリオ撲滅はロータリー
が 30 年間ずっと続けてきました。私も昨年一年間
RI のポリオの委員として大変な思いをしました。本

部から沢山の資料が届きますが全
て英語です、それを読み、あちこ
ちに電話をしてお願いをすると言
う大変な一年でした。この 30 年の
中で変わってきたことは、ロータ
リアンの力だけではポリオの撲滅
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